
浜松医科大学動物実験施設の利用案内

https://www.hama-med.ac.jp/about-us/mechanism-fig/pmperc/lab-animal/index.html

医用動物資源支援部のホームページも参考にしてください。
光尖端医学教育研究センター 医用動物資源支援部｜国立大学法人 浜松医科大学 (hama-med.ac.jp)

https://www.hama-med.ac.jp/about-us/mechanism-fig/pmperc/lab-animal/index.html


施設への入退方法
入退はIDカード（職員証、学生証等）を使用してください。

・カードリーダーにカードをかざすと自動ドアが開きます。
・教育訓練の受講者のみ入退館できます。
・施設は24時間利用可能です。

入館 退館



施設内での履物

外履用
内履用

スノコ

・スノコの上は靴を脱いで上
がってください。

・外履きは下駄箱に入れてく
ださい。

・内履を履いて入館してくだ
さい。

・ネズミ返しがありますので
注意してください。

ネズミ返し



外部利用者の入退館記録

・外部利用者は台帳に必要
事項を記入してください。



施設内での着衣①

・施設内では、研究室等での
白衣を脱いで、施設専用の
白衣に着替えてください。

・着てきた白衣は玄関前か更
衣室（102号室）のロッ
カーに入れてください。

利用者用
ロッカー



施設内での着衣②
・102号室で施設専用の白衣
に着替えてください。

・白衣は各種サイズがありま
す。



施設内での着衣③

・マスク、キャップ、
手袋は更衣室と各
階に用意してあり
ます。

・飼育室等に入ると
きは白衣、マウス、
手袋、キャップを
着用してください。



施設内案内
・施設は1階から4階まであります。
・新棟へは2階から行けます。
旧棟
・1階：受付、洗浄室、滅菌準備室、MRI室
・2階：実験室、CT室、レントゲン室
・3階：動物飼育室
・4階：感染実験室
新棟
・1階：動物飼育室
・2階：会議室、職員室
・3階：共通実験室
・4階：動物飼育室



１０１

事務室

１１５

RI事務室

１１６

滅菌準
備室

１１７

洗浄室A
１１８

洗浄室B

１１９

滅菌資
材室

１２０

RI資料
室

１２１

実験室１

１２２

実験室２

１１０

飼料倉
庫

１１２

実験室２

１１３

実験室１

薬理
１１４

MRI室

１０８

実験室３

１０７

機械室

１０６

汚物処理室

１０５

フリーザ室

１０２

更衣室

１２６

飼育室

マーモセット１

１２５

飼育室

マーモセット２

１２４

飼育室

マーモセット３

１２３

準備室

1階



２１２

実験室

２１１

実験室

２１３

実験室

２１４

実験室

２１４

実験室

２１５

実験室

物品保
管室

２１６

CT室 ２１８

X線室

２１７ 暗室

２１９

飼育室

２２０

飼育室

２０１

実験室

２０２

実験室
２０３

実験室

２０４

倉庫

２０５

飼育室（犬）

DS
サーバ
室

DW

２０７

実験室

DS
２０８

倉庫

２１０

更衣室

２０９

飼育室
（猿）

２２４

職員室

２２３

職員室

２２２

会議室２１1

職員室

2階



３０１

資材置き
場

３２９

飼育室

３０３

飼育室

３０４

飼育室

３０５

飼育室

３０６

飼育室

３０７

飼育室

３０８

飼育室
３０９

飼育室

３１０

飼育室

３１１

飼育室

３１２

飼育室

３１３

飼育室

３１４

飼育室

３１５

飼育室

３１６

飼育室

３１７

飼育室

３１８

飼育室

３３１

飼育室

３３０

飼育室

３２８

更衣室

３２７

更衣室

３２５

飼育室（ウサギ）

３２３

飼育室

３２４

飼育室

３２２

飼育室

３２１

飼育室

３２０

飼育室

３１９

飼育室

３３２

実験室

３３３

実験室

３３４

実験室３３５

実験室

3階

３０2

飼育室



屋上

４０３

機械室

４０５

空調機械室

４１１

飼育室

４１２

飼育室

４１３

飼育室

４１４

飼育室

４１５

飼育室

４１６

飼育室

４１７

飼育室

４０６
感染動物実験室(1)

４０７
感染動物実験室(2)

４０８
感染動物実験室(3)

４０9
感染動物実験室(４)

準備室
４１0

洗浄室

４２２

飼育室

４２１

飼育室

４20

飼育室

４１９

飼育室

４１８

飼育室

4階



事務室

・1階に事務室があります。
・受付は平日、9時から12時、

13時から16時までです。
・それ以外の時間帯、または担当
が不在の場合は内線2486に電話
してください。

・資料室のカギ、実験室のカギの
貸し出しを行っています。



ケージバンドの注文・施設内の忘れ物

・事務室横にケージバンドの注文
票があります（100円/本）。必
要事項をご記入ください。

・忘れ物もこちらにありますので
確認してください。貴重品は事
務室で預かっています。



施設利用料



飼育資材の注文
光尖端医学教育研究センター 医用動物資源支援部 注文票・動物購入申込書など

https://www.hama-med.ac.jp/about-
us/mechanism-fig/pmperc/lab-
animal/about.html

・飼育資材の注文はメールでお願いします。
・医用動物支援部ホームページ上の注文票を
ダウンロードして使ってください。

https://www.hama-med.ac.jp/about-us/mechanism-fig/pmperc/lab-animal/about.html


・注文票はエクセルファイルをダウンロードし
て使用してください。

・注文票ではケージ、フタ、餌、給水ビンの注
文ができます。

・使用する１週間前までにメール（animal-
order@hama-med.ac.jp）で注文してくだ
さい。

・記入例を参考にして、ケージ、フタ、給水ビ
ンの必要数を記入して下さい。

注文票

mailto:animal-order@hama-med.ac.jp
mailto:animal-order@hama-med.ac.jp


・3階301号室に滅菌資材置き
場を設けてあり、注文資材
が収容されています。

・旧棟、3階、4階で動物を飼
育する人はここから注文し
た資材をもっていってくだ
さい。

・袋のラベルで講座名、利用
者名、注文数等を確認して、
使用して下さい。

滅菌袋に入っ
たケージ

滅菌缶に入った飼料

滅菌給水ビン

3階の滅菌資材置き場



２階の滅菌資材置場
・2階209号室に更
衣室、滅菌資材置
場を設けてありま
す。

・旧棟2階、新棟4階
で動物を飼育する
人はここから注文
した資材をもって
いってください。

・袋のラベルで講座
名、利用者名、注
文数等を確認して、
使用して下さい。



滅菌準備室A

・飼育器材を自分で準備する場合
ケージ、フタ、給水ビン、チップ等を
各自用意して下さい。

・ケージ・フタ・チップ等は全てオート
クレーブ滅菌済みです。

・収容されている器材はすべて共同です。
・器材を持ち出す場合、布製の滅菌袋に
入れて下さい。

・滅菌室に台車を入れる場合、消毒液を
全体に噴霧して下さい。

・入室の際は白衣、マスク、キャップ、手袋を着用して、
靴を履き替えてから入室してください。



・ケージ、フタ、給水ビン等の
器材を入れた後、袋の口をひ
もでしばり、滅菌状態を保ち
ながら飼育室に運搬します。

・飼育室内に入れる際には、袋
の表面（特に底）をアルコー
ルなどで十分消毒して下さい。

・マウスケージに滅菌済み
チップを約2ｃｍ位の高さ
に入れ、最上部に空の
ケージをのせます。

・タテ１列に最高15ケージ
入ります。

滅菌準備室Aでのマウスケージの準備



動物の購入について
光尖端医学教育研究センター 医用動物資源支援部 注文票・動物購入申込書など

https://www.hama-med.ac.jp/about-
us/mechanism-fig/pmperc/lab-
animal/about.html

・通常の動物は、各自で日本エスエルシー、
日本クレア、ジャクソン・ラボラトリー・
ジャパン等へ注文してください。
・動物の購入の際にはメールで連絡をお願い
します。
・医用動物支援部ホームページ上の動物購入
申込書をダウンロードして使ってください。

https://www.hama-med.ac.jp/about-us/mechanism-fig/pmperc/lab-animal/about.html


実験動物購入申込書

・実験動物購入申込書はエクセルファ
イルをダウンロードして使用してく
ださい。

・搬入日の１週間前までにメール
（animal-order@hama-
med.ac.jp）で連絡してください。

・記入例を参考にして、動物種、系統
名、匹数などを記入して下さい。

・動物の搬入数はデータとして保存し
ていますので正確にお願いします。

mailto:animal-order@hama-med.ac.jp
mailto:animal-order@hama-med.ac.jp


・3階301号室に購入動物
置き場を設けてあり、各
社から搬入された動物が
収容されています。

・旧棟、3階、4階で動物
を飼育する人はここから
もっていってください。

・ラベルで講座名、利用者
名を確認して下さい。

3階の購入動物置き場



２階の購入動物置場

・2階209号室に購
入動物置場を設け
てあります。

・旧棟2階、新棟4階
で動物を飼育する
人はここから動物
をもっていってく
ださい。

・ラベルで講座名、
利用者名、動物を
確認して下さい。



ダムウェーターの使用法（旧棟）

・施設にはエレベーター1台とダムウェーター2台が
あります。

・ダムウェーターは荷物運搬用です。
・緑のボタンを押して電源を入れてください。
・パネルの表示がダムウェーターの現在位置、黄色
のボタンが現在いる階を示しています。
(ダムウェーターがある階のドアしか開きません)

・扉を開け、運搬物を収容し、扉を閉めて、行き先
階のボタンを押します。
(扉をしっかりと閉めませんと作動しません)

・行き先の階で運搬物を取り出したら、扉をしっか
り閉めてください。
(しっかりと閉待っていない場合、ブザーが鳴り
ます)

・人が乗ってはいけません



ダムウェーターの使用法（新棟）

・人が乗ってはいけません

・施設にはエレベーター1台とダムウェーター2台が
あります。

・ダムウェーターは荷物運搬用です。
・パネルの表示がダムウェーターの現在位置、黄色
のボタンが現在いる階を示しています。
(ダムウェーターがある階のドアしか開きません)

・扉を開け、運搬物を収容し、扉を閉めて、行き先
階のボタンを押します。
(扉をしっかりと閉めませんと作動しません)

・行き先の階で運搬物を取り出したら、扉をしっか
り閉めてください。
(しっかりと閉待っていない場合、ブザーが鳴り
ます)



共通実験室①
・動物実験施設内の共通実験室は、

4部屋あります。
212、213、332、333号室

・局所排気装置は、212、332、
333号室にあります。

・利用する際は、研究設備データ
ベースでweb予約をしてください。
ログイン | 浜松医科大学 研究設備データベース (hama-

med-red.jp)

・共通実験室に機器や薬品等を持ち
込む際は、講座名をご記入くださ
い。

https://hama-med-red.jp/login/
https://hama-med-red.jp/login/


共通実験室②

・実験室に入室する際は、サン
ダルを実験室用のサンダルに
履き替えてください。

・ごみは学内のルールに従い分
別し、廃棄してください。
動物の飼料やチップは実験室
のごみ箱ではなく、洗浄室の
専用ごみ箱に廃棄してくださ
い。浜松医科大学医療廃棄物処理センター

・実験室の利用後は、清掃をお
願い致します。

http://10.202.16.144/gakunai/bunbetu.html


マウス飼育室

・ケージには、動物の逸走防止・地震
時の滑落防止のため、ケージバンド
を付けてください・

・ケージバンドは3種類あります。
（小ケージ用、中ケージ用、ラット
ケージ用）

・飼育ケージは専用のラックに整列し
て置いてください。

・ケージ交換等の作業後は、飼育室を
清掃してください。



マウスケージ交換
・マウスのケージから給水ビン
を外します。

・棚から作業台にマウスケージ
移してください。

・ほうきで飼育棚の掃き掃除し
てください。

・マイクロカットにつけた雑巾
で飼育棚のふき掃除をしてく
ださい。

・新しいケージにマウス移して
ください。その際にラベルの
移動も忘れないようにしてく
ださい。

・給水ビンを指して飼育棚に
ケージを戻してください。

・最後に飼育室の床を掃き、そ
の後、マイクロカットにつけ
たモップで拭き掃除をしてく
ださい。



実験動物（ラット・マウス）の運搬

・マウスやラットを運搬する際
は、密閉でき、かじられても
簡単に穴が開かないような袋
に入れて、運搬してください。
動物を絶対に逸走させないよ
うにしてください。

・運搬袋は利用者でご準備くだ
さい。



使用済みケージの運搬

・使用済みのケージを運搬する
際は、ケージを台車に乗せて
台車カバーをかけるか、滅菌
袋に入れて、袋の口を縛って
ください。

・ケージ内の汚れたチップが廊
下や階段等に飛散しないよう
にしてください。



実験動物（ラット・マウス）の捕獲用

・各階の廊下に捕獲用の網を設置しています。逃亡時の捕獲用に使ってください。
・209号室、301号室に捕獲用のネズミホイホイを設置しておりますので、飼育
室内で逃亡したとき等にお使いください。



洗浄室の利用について

・洗浄室は1階にあります。

・洗浄室では、手袋、マス
ク、キャップ、白衣等を
着用して作業を行ってく
ださい。

・洗浄室専用のサンダルあ
るいは長靴を履いて下さ
い。



給水ビン、ふた、チップの処理について
・汚れたチップはバケツの中に入れて下
さい。バケツがいっぱいになったら、
袋を縛って廃棄物処理室（洗浄室の向
かいの部屋）に運んでください。
そのまま放置しないで下さい。

・作業終了後は、後の利用者のために清
掃して下さい。

・使用済みのフタは左上のマイクロカッ
ト入り薬液槽に入れて下さい。

・使用済み給水ビンは洗浄室内の流しに
フタと本体とを分けておいて下さい。

マイクロカット入り薬液槽

チップ入れ
バケツ



薬液(マイクロカット)処理について

・消毒用スプレーのコクをたてに
します。使用後はコックを元の
位置にして下さい。

・使用済みケージを適当
な高さに重ねて下さい。

・消毒用スプレーを強く握
り、マイクロカットを
ケージに噴霧して下さい。

閉まった状態



洗浄室での注意

・使用済みの台車は、
マイクロカットを噴霧
した後、水を切ってお
いてください。

・使用した滅菌袋、台車
カバーは専用のバケツ
に入れてください。

・滅菌袋を縛る紐は、専
用のバットに入れてく
ださい。



洗浄室での注意

・破損しているケージ・
蓋・給水瓶等は、専用
のバケツに入れてくだ
さい。

・滅菌飼料用バットは中
を空にして流しに置き、
水またはお湯を入れて
おいてください

・使用後の白衣は、専用
の返却箱にいれてくだ
さい。



動物の死体の処理

・動物の死体は、ビニール
袋などに入れて、1階の
フリーザーに収容してく
ださい。

・備え付けのノートに講座
名、匹数、総重量などの
必要事項を記入して下さ
い。

・小動物用(上)はフリー
ザー室入ってすぐにあり
ます。中・大動物用
（下）は奥の部屋にあり
ます。

・注射針等の危険物は入れ
ないで下さい。



使用済みの段ボールとチップの処理

・使用済みの段ボールと洗浄室か
ら出た廃チップは、廃棄物処理
室の奥の部屋に持って行ってく
ださい。

・段ボールは専用の棚に、廃チッ
プは床においてください。



使用済みのゴム手袋・マスク・キャップ

・使用済みのゴム手袋・マスク・
キャップは、分別しごみ箱に捨
ててください。

・ごみ箱に白衣を入れないでくだ
さい。（白衣は専用の返却箱に
ご返却ください）



掲示板

・施設からの案内が掲示板に貼ら
れていますので、確認してくだ
さい。
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